
 
《札幌新まちづくり計画市民会議とは》 
○市民自治が息づくまちづくりの考えのもとに，新

しい市民参画の取り組みとして，まちづくりの実

施計画として初めて市民会議を設置 
○「市の素案」などをもとに市民ニーズとの検証や

必要な議論を行い，まちづくりの共通認識を形

成して，ビジョン編策定に向けて提言 

《審議経過》 
○『経済・雇用』，『共生・地域づくり』，『環境・都市

機能』，『文化・人づくり』の４つの分科会を設置 
○H15.11.6 以降全体会議 5 回，分科会 17 回の

計 22回の会議を開催（H16.4.12提言） 

 

《「市の素案」に対する意見》 
○適切な現状・課題認識のもとに，市民ニーズに

適合した施策が提示されており，おおむね妥当 

○市民の主体的な活動の総合的な支援の視点な

ど，さらに検討を求める事項は総論・各論に記載 

《重点的に取り組むべき施策(総論・各論)》 

○各分科会でまとめた重点施策を各論として整理 

○各論の共通事項，主要事項を総論として整理 

《資料編》 

○委員の個別意見も含め，分科会からの報告を登

載。議論の過程を記録として残すとともに，今後

のまちづくりの参考材料として提示 

 
以下の考え方により，市民会議の提言内容につい

えてはできるかぎり計画に反映 
○市民会議の提言を受けて，市民の目線から見

た，これからの「まちづくりの大切な視点」を設定 
○その他の提言についても計画に極力反映 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

札幌新まちづくり計画市民会議からの提言の概要について 

 

  これからのまちづくりの大切な視点

取り組みの方向・課題 当面の重点的な取り組み 取り組みの進め方 

環
境
・
都
市
機
能 

□産業振興のビジョンと戦略づくり

□新たなまちづくりの情報発信 

□小さな企業・起業家の支援 

□困った時の支援体制づくり 

□住民の自発的活動の促進 

□子育てと子どもの育ちの支援 

□高齢者，障がい者の地域生活の

支援 

□健康づくりの支援 

経
済
・
雇
用 

文
化
・
人
づ
く
り 

共
生
・
地
域
づ
く
り 

●市民・ＮＰＯ・民間の活動を活発にする取り組み 

○多種多様な小さな企業の活性化，起業支援，産業振興策の実施主体の役割の点検，見

直し 

○市民が自ら作り上げる小さな表現活動・文化活動を支援し，活性化する仕組みづくり 等

●環境への負荷を低減し，自然を保全・育成する取り組み 

○エネルギーの有効利用，人と環境を重視した交通体系づくり，廃棄物の発生抑制 

○市民が身近な自然と親しみ，自然に学び，自然を保全・育成する活動の普及と実践 等

●地域住民のふれあいや交流を大切にし，活動を活発にする取り組み 

○住民の交流・活動の拠点となる居場所づくり，活動を支える人づくりやネットワークづくり

○住民主体の地域でのスポーツクラブの形成と健康づくりを支援する仕組みづくり 等

●子ども・高齢者・障がい者・女性などを地域の中で支える取り組み 

○身近な情報提供・相談機能，生活に即した居住環境や地域ケアの仕組みづくり 

○ニーズの高まる分野での産業・雇用創出や就労支援，労働相談支援の体制整備 等 

●子どもの教育を地域のさまざまな主体が協働して実践する取り組み 

○表現活動や文化体験を通して子どもの可能性を伸ばし，社会性を育てる教育の実践 

○地域社会のさまざまな分野からの学校運営への参画を可能にし，共に子どもの教育を担

う仕組みづくり 等 

□美しく風格ある都市景観のための

ガイドラインづくり 

□公共空間や学校などの公共施設

を市民の多様な活動の場として活

用するとともに，管理運営を市民

が担う仕組みづくり 等 

□多様なメディア，イベント，ノウハウ

を活用した広報活動の強化 

□まちづくりの施策や取り組みを評

価し情報を共有する仕組みづくり

等 

□さまざまな主体が連携・協働して公

共的活動に取り組む仕組みづくり

□地域のまちづくりセンターを住民主

体で運営する仕組みづくり 等 

協
働
で
の
実
施 

規
制
と
緩
和 

人
権
と
個
性
の
尊
重 

情
報
の
共
有
化 

□先住民族や社会的に弱い立場に

ある人々の尊厳を大切にする価値

観の育成 

□男女共同参画社会実現のための

工夫 等 

■ゆたかな自然と共生し環

境に配慮した持続可能な

都市を創出する 

□身近な自然の保全・育成 

□快適で魅力ある都市景観形成 

□協働による雪対策など北の都市

課題への対応 

□環境負荷の少ないまちづくり 

□コンパクトシティへの取り組み

□ユニバーサルデザインの推進 

□地域コミュニティの再生 

市民自治の推進 

■市民がまちづくりの主体と

して，まちを愛しその役割

を積極的に担い，公共的

な活動に取り組む 

札幌ブランドの創出・継承 

■まちの自然・風土・歴史・

文化に根ざした北方都市

札幌ならではの魅力をま

もり・創り・育てる 

持続発展が可能な都市の実現 安心・安全なまちづくり 市民活力の向上 

■市民がつくる身近な文化・

産業・活動を活性化する 

■誰もが安心・安全に暮ら

し，生きいきと活動できる

共生のまちを実現する 

人
材
の
育
成 

□さまざまな人たちが地域のまちづく

りに参加・活躍する仕組みづくり

□子どもたちの参加型のまちづくり

教育の充実 等 

総論の骨子 

□小さな表現活動，多様な文化活

動の育成 

□札幌独自のスポーツ文化の育成

□多様な可能性をもつ人材の育成

□協働による子どもたちの教育 

●札幌独自の魅力を発信する取り組み 

○札幌の魅力を世界にアピールする都心のまちづくりを推進 

○札幌の芸術・スポーツ・生活文化，季節感ある自然，都市景観の魅力や特色ある産業の

創出・発信 等 

札幌新まちづくり計画市民会議について 

提言のポイント 

計画への反映 


